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バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む

古
代
中
国
の
貨
幣

　「
貨
」「
財
」「
購
」「
買
」「
賃
」
と
経
済
活

動
に
か
か
わ
る
漢
字
に
は
「
貝
」
が
使
わ
れ
て

い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
古
代
中
国
の

商
（
殷い

ん

、
紀
元
前
一
六
世
紀
頃
～
紀
元
前
一
一

世
紀
頃
）
や
周
（
紀
元
前
一
〇
五
〇
頃
～
紀
元

前
二
五
六
年
）
で
は
、
子こ

安や
す

貝が
い

（
タ
カ
ラ
ガ
イ
科

の
巻
貝
の
俗
称
）
が
貨
幣
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　
そ
の
後
、
周
の
王
室
の
権
威
が
落
ち
て
い
く

中
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
が
「
中ち

ゅ
う
げ
ん原
に
鹿
を
逐お

う
」

春
秋
戦
国
期
（
紀
元
前
八
世
紀
～
紀
元
前
三
世

紀
）
と
な
り
ま
す
。
諸
子
百
家
の
時
代
と
も
言

わ
れ
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
に
お
い
て
、
子

安
貝
や
生
活
必
需
品
に
範
を
と
っ
た
と
み
ら

れ
る
い
ろ
い
ろ
な
形
の
金
属
貨
幣
が
造
ら
れ
、

多
く
の
地
域
で
そ
れ
ら
が
子
安
貝
に
と
っ
て

か
わ
っ
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
金
属
貨
幣
も
、
も
と
は
贈
答
に
使
わ

れ
て
い
た
も
の
が
、
交
換
の
媒
介
物
と
し
て
使

わ
れ
、
貨
幣
に
転
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ

れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
～
６
）。

　
中
国
の
貨
幣
の
登
場
時
期
は
、
古
代
オ
リ
エ

ン
ト
の
貨
幣
の
登
場
時
期
と
同
じ
頃
で
す
。
そ

の
製
造
方
法
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
で
は
金
属

へ
の
「
打
刻
」
が
採
用
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、

古
代
中
国
の
青
銅
貨
幣
は
、
鋳
型
に
青
銅
を
流

し
て
つ
く
る
「
鋳
造
」
で
し
た
（
銅
銭
の
鋳
造

前
回
は
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
近
代
の
欧
州
を
中
心
に
貨
幣
の
形
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。
今
回
は
前
後
編
に
分
け
て
、
中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ

ア
の
貨
幣
の
形
を
、
歴
史
を
追
い
な
が
ら
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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古
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か
ら
近
世
の
東
ア
ジ
ア

形
そ
の
２

前
編
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方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
誌
二
〇
一
五
年

春
号
の
「
お
金
の
源
　
第
一
回
銅
貨
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

　
同
時
代
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
オ
リ
エ
ン
ト
の

貨
幣
が
現
在
の
目
か
ら
す
る
と
少
々
い
び
つ

で
不
揃
い
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
古
代
中
国
の

青
銅
貨
幣
は
、
商
（
殷
）
や
周
の
青
銅
器
製
造

技
術
の
高
さ
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
よ
う
に
、

形
態
が
と
て
も
整
っ
て
い
ま
す
。

　�

（
後
編
は
次
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
）

貨幣の始まり

　中国の北方内陸部にあった商（殷）では、はる

か数千キロも南の海で産出される子安貝が貴重品

として扱われ、王と関係する王族や豪族等の間で

贈答品として使われていたとされています。そう

した贈答のサイクルの中から、交換の媒介物＝貨

幣的役割が生じ、子安貝は貨幣に転じていったの

ではないかと言われています（なお、子安貝はあく

まで贈答品の枠を超えないという学説もあります）。

　さて、西にヘロドトスあれば東に司馬遷あり。

彼の『史記平準書』では貨幣の始まりをこう書い

ています。

　「農工商交易之路通。而龜貝・金錢・刀布之幣

興焉。所從來久遠。（解釈：農・工・商それぞれ

が相互に取引する道が通じて、亀
き

貝
ばい

〈亀の甲や貝

殻〉、金銭〈黄金や穴あきの青銅貨〉、刀貨・布貨〈刀

形や鍬形の青銅貨〉などの貨幣の使用が始まった。

その起源はたいそう古い）」（注）

　産業の発展が貨幣をもたらしたというのは、ア

リストテレスと同じですね。
（注）�史記の原文・解釈は、『史記平準書・漢書食貨志』（加

藤繁注釈、岩波書店）P.64、65および『史記�下�
漢武篇』（田中謙二、一海知義著、朝日新聞社）P.88
～90を参照しています。

写真 1  子安貝貨幣

タ
カ
ラ
ガ
イ
は
日
本
で
も
千
葉
県
の
館
山
市
等
暖

か
い
地
方
の
海
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

写真４　布貨（布幣）

写真３　刀貨（刀幣）

写真６　楚の金貨　郢
えいしょう

爯

写真５　円銭
　　　   （秦・重一両十二一珠）

楚
そ

は、現在の江
こうなん

南地域。もともとは小
さな極印を多数連ねた板状の金貨で、
写真のように極印ごとに切断するな
どして秤量貨幣として使用されてい
たようです。ちなみに、楚を滅ぼした
秦
しん

の公定レートで、金１斤（約320
ｇ）＝銅銭１万枚とされていたことか
らみて、この金貨は日常使いには高額
過ぎたと思われます。

見た目のとおり、蟻の頭部のような形です。

写真２　蟻
ぎ び

鼻銭
せん

 春秋戦国時代の貨幣

（写真1～6提供：日本銀行金融研究所貨幣博物館）


